
2026.1.18.顕現後第二主日礼拝（YRCC） 

  聖書箇所:エペソ人への手紙1章1~2節 
「恵みと平安があなたに」 

【1】使徒パウロから忠実な聖徒たちへ 
 ・使徒パウロの挨拶→「恵みと平安があなたがたにありますように」 
  
 ・「使徒（遣わされた者）」とは 
  ―自らの志や功績によらない立場 
  ―神のみこころによって、福音のために任命 
  ―パウロの自己評価(Ⅰｺﾘﾝﾄ 15:8) 
  

・「忠実な聖徒たち」とは 
 ―「聖徒」(単数)ではなく「聖徒たち」(複数)  

―教会を形づくるために取り分けられた「聖なる民」 
―「忠実」＝「(キリストを)信じる者たち1」 

 
 
【2】恵みと平安があなたがたに 

・「恵み」とは 
―神からの＿＿＿＿的な好意・賜物(参照Ⅱｺﾘﾝﾄ 8:8)。 
―キリスト者が救われたのは＿＿＿＿による(エペソ 2:1-5) 

 
・「平安」とは 

―「平安・平和(ｴｲﾚﾈｰ)」は「シャローム」に由来2。 
―争いのない穏やかな状態を指すのではない 
―＿＿＿＿の関係の回復されたことによって与えられる 
―「川のような平安が流れくるときも 悲しみが波のように おし寄せる
ときにも 神の平和 心深く満たす」(教会福音讃美歌 438番) 

 
 

・エペソ人への手紙全体を貫く鍵となる表現 
―「キリストにあって（in Christ）」 
 

 
▶今年度の主題目標である「キリストにあって、オアシスとされる」とは、私たちの内側
から自然に湧き出る何かを意味するのではありません。徹頭徹尾、私たちは「キリストに
あって」オアシスとされるのです。「キリストにあって」この鍵言葉を心に刻みつつ、歩ん
でまいりましょう。 
 

 
1BDAG, s.v. “πιστός,” 821. 
2BDAG, s.v. “εἰρήνη,” 288. 
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